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２０１９新チームスタート！
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１０１回大会は、星稜（石川）を5－3で破った履正社（大阪）が、初の栄冠に輝き幕を閉じました。
そして１０２回目の夏をめざして、太田一高も新チームがいよいよスタートしました。主将に藤田学
が選ばれ、灼熱の太陽の下一丸となり、夢の舞台「甲子園」出場の実現に向かって白球を追います。

〇２０１9新チーム スタート！
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２０１９夏も酷暑でした。

〇今年もボラバス活動と東北遠征を行いました。

８月９・１０・１１日の３日間、宮城県石巻市を拠点にボラバス活動と遠征試合を行いました。
初日にボランティアバス活動を行い、二日目は仙台東高と利府高校、三日目は仙台商高とダブ

ルヘッダーで計４試合行いました。体力的にも技術的にもそして精神的にも力不足を痛感しまし
たが、プラスの材料もありました。秋に向けてたくさんの課題を克服します。

試合前のミーティング初日 宮城県名取市民球場

宮城県柴田高校グランド

試合後、３校（仙台東・利府・太田一）で記念写真を撮りました。

第９回東北復興野球交流試合①

太田一６－２仙台東
太田一５－８利 府
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遠征試合二日目は、伝統校の仙台商業とのダブルヘッダーでした。
１試合目は３－５で負けましたが二試合目は７－４で勝利し、多くのプラス材料もありました。

第９回東北復興野球交流試合②

試合後、仙台商のメンバーと記念写真を撮りました。

〇交流試合の後、震災学習をしました。
今年も東北復興野球交流試合の後、東松島市コミュニティーセンターにおいて「震災学習」が開かれ、

横浜隼人高、高田高、白鴎大足利高、そして太田一高の４校が参加し、災害の怖さ、防災の大切さを学び
ました。

参加した４校の野球部員はみんな真剣な表情で講話を聞いていました。



東北遠征初日は、毎年２回参加している宮城県災害ボランティア活動を行いました。今年も石
巻市立大川小学校の清掃活動です。小学生７４名の尊い命がなくなった大川小学校は震災遺構と
して存続が決まっており、常に清掃活動が必要です。微力ではありますが年に二回（夏・冬）の
清掃作業をさせていただいています。
運行しているのは本校野球部ＯＢでもある石塚観光の綿引薫社長。現地に向かうバスの中や大

川小学校内では、いつもありがたいお話をしてくれます。校庭の雑草や校舎内の汚れを心を込め
て清掃すると、天国の子供達も喜んでいるように感じました。

〇宮城県災害ボランティア活動
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清掃活動させていただきます

作業前に綿引社長さんからのお話

生い茂っていた雑草もきれいに抜きました。

裏山から見る大川小。ここに逃げてれば、、。

亡くなった小学生たちは、
生きていればほぼ同級生。

勉強や好きな野球を、普通
にできることが、どれだけ
幸せなことかをあらためて
痛感しました。


